
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。

No.300

月号2005  December12月号

小学校６年生のクラスです。小学校生活も残りわずか　仲小学校６年生のクラスです。小学校生活も残りわずか　仲よく楽しんでいます。よく楽しんでいます。 小学校６年生のクラスです。小学校生活も残りわずか　仲よく楽しんでいます。 
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住
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
た
広
報
紙
は
、
昭
和
四
十
年
十
一
月
二
十
日
に
第
一

号
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
十
二
月
号
で
三
〇
〇
号
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
号
の
内
容
は
、
昭
和
四
十
年
十
月
一
日
現
在
の
世
帯
数
五
二
三
戸
、
人
口

二
、
七
六
一
人
　
男
一
、
三
一
二
人
　
　
女
一
、
四
四
九
人
で
し
た
。
当
時
の
道

志
村
の
三
役
の
紹
介
と
、
当
時
の
村
長
の
あ
い
さ
つ
な
ど
を
載
せ
て
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
村
政
の
動
き
を
は
じ
め
、
各
種
の
計
画
や
事
業
内
容
、
経
過
の
報
告
及
び
行

政
の
状
況
等
紙
面
の
許
す
限
り
広
範
な
記
事
に
し
て
、
三
ヶ
月
に
一
回
と
す
る
も

の
で
し
た
。
新
時
代
に
即
応
し
た
明
る
い
道
志
村
、
豊
か
な
郷
土
を
築
き
上
げ
よ

う
と
、
道
志
村
広
報
紙
第
一
号
発
行
の
主
旨
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
ば
を
基

に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
ど
う
し
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
感
想
等
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
企
画
財
政
課
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

300号となりました
広報どうしが発行から

1ページ　広報発刊にあたり、村長 佐藤隆義のあいさつ
村議会構成等

２ページ　村議会議長、杉本長治 広報発刊のお祝いの
ことば、役場新庁舎来年３月完成予定等

３ページ　40年度予算のあらまし ４ページ　子供の交通事故と無免許運転防止・恩給の改正等
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広報紙300号記念として、表紙の写真の子供達に将来のゆめについて
寄せ書きをいただきました。



青山沈でん池での説明 道志川の原水が西谷浄水場に到着 美味しかった中華料理

取水口と排砂池をつなぐ
青山ずい道

西谷浄水場の研修室での説明 海時広報艇「はまどり」に乗船

青山旧木造事務所でのお話 水道記念館の水のシンボル

西谷浄水場の着水井の見学 水道記念館前での集合写真

「はまどり」の船内でのお話

「道志川の水の大切さを改めて実感」
横浜市と道志村の友好交流事業　新たな発見がありましたか！

道志村の水質保全・自然環境保全に対する意識の高揚と、横浜市と道志村相互の理解を一層

深めることを目的、10月25日・11月8日・15日に実施いたしました友好交流事業は、横浜市

当局の関係施設と参加いただきまた皆様のご協力をいただきまして良好のうちに無事終了する

ことができました。3回の友好交流事業で159名の方々にご参加していただき、アンケート調

査にも記していただきましたが「道志川に対する意識」が一層高まったものと考えております。

次回も新たな企画で実施したいと考えておりますので、ご協力をお願いいたします。

友好交流事業3回の結果をスナップ写真でご報告いたします。

アンケート結果の抜粋
・道志川の水質を守って行きたいです。
・横浜市との友好を自分の目で確認でき
有意義でした。

・道志村の水が、このように利用されて
いることに感動、汚さないように努め
ます。

・道志川の経路を始めて知り、とても良
かったです。
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区 　 　 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

219,500円 円 360,600円

236,400円 260,900円 342,300円
一般行政職

大学卒

高校卒

区　分

16年度

住 民 基 本
台 帳 人 口

(17.3.31現在)人

2,109

歳 出 額
(A)

千円

2,104,124

実質収支

千円

64,858

人 件 費
(B)

千円

457,918 

人件比率
(B/A)

％

21.8

前 年 の
人件比率

％

19.3

区　分

17年度

職 員 数
(A)

人

42

給　　与　　費

千円

169,087
千円

30,820
千円

68,732
千円

268,639

1人当たり給与費

(B/A)

千円

6,396

給　料 職員手当 期末勤勉手当 計 (B)

区 　 　 分
道 　 志 　 村

決定初任給

170,700円

138,800円

国

決定初任給

170,700円

138,800円
一般行政職

大学卒

高校卒

区　　　分

期末勤勉手当

（17年度支給割合）

期末 勤勉

6月期　　1.40月分　　 0.7月分

12月期　　1.60月分　　 0.7月分

計　　 3.0月分　　 1.4月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続20年　21.00月分　27.30月分

勤続25年　33.75月分　42.12月分

勤続35年　47.50月分　59.28月分

最高年度額 59.28月分 59.28月分

交通機関利用の場合運賃相当額を全額支給

自動車等使用者は通勤距離に応じて支給

特殊な勤務内容に応じて支給

借家、貸間等を借り、家賃を支払っている

職員等に支給

扶養親族として認定された配偶者、22歳

未満の子及び60歳以上の父母等に支給

退　職　手　当

通　勤　手　当

特殊勤務手当

住　居　手　当

扶　養　手　当

内　　　　　　容

区　　　分 給　料　月　額　

給

料

報
　

酬

村　　長

収 入 役

議　　長

副 議 長

議　　員

515,000円

410,000円

160,000円

140,000円

130,000円

備　考

平成17年

７月改正

平成17年

４月改正

区　　　分 道　志　村 国

一 般 行 政 91.0 100

区 　 　 分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 計

標準的な職務内容

職 　 員 　 数

構 　 成 　 比

主 事 補 主 　 事 主 　 任 主 　 査 係 　 長 主 　 幹 課 　 長 課 　 長

1人 6人 4人 4人 9人 8人 3人 4人 39人

2.6％ 15.3％ 10.3％ 10.3％ 23.1％ 20.5％ 7.6％ 10.3％ 100％

1 人件費の状況（普通会計決算）

2 職員給与費の状況（普通会計予算）

注　人件費には、議員報酬・手当・委員等報酬及び村長等特別職の給与等を含みます。

注　(1) 職員手当には、退職手当を含みません。
(2) 給与費は、当初予算に計上された額です。

注　(1) 経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務
している場合の採用後の年数をいうものです。

(2) 経験年数別の10年とは10年以上15年未満、15年とは
15年以上20年未満、20年とは20年以上25年未満の
区分に基づいています。

4 職員の経験年齢別、学歴別平均給料月額の状況

6 特別職の報酬状況　　　　　　

7 ラスパイレス指数の状況　　 （平成16年4月1日）

8 一般行政職の級別職員数の状況

福祉関係を除く一般行政 福祉関係 特別行政 公 営 企 業 等

職　員　数

対前年増減数

議 会

1人

総 務 税 務

12人

△1人

2人

農 水

6人

商 工

4人

1人

土 木

3人

民 生

9人

1人

衛 生

3人

教 育

4人

病 院

6人

水 道 下水道

1人

その他

計

1人 52人

1人

9 定員の状況（部門別職員数）

5 職員手当の状況

3 職員の初任給の状況

注　道志村の平均年齢46.5歳で平均給料月額339,400円です。

注　(1) 職員給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
(2) 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
(3) その他（税務職 2人・医師, 歯科医師 2人・看護, 保健職 3人・福祉職 4人・企業職 2人となっております。）

　
平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
お
け
る
、
道
志
村

職
員
の
給
与
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。 

村
職
員
の
給
与
等
の
公
表

村
職
員
の
給
与
等
の
公
表 
村
職
員
の
給
与
等
の
公
表 
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十
一
月
三
日
文
化
の
日
に
、
第
二
十
一

回
道
志
村
文
化
祭
が
道
志
中
学
校
体
育
館

に
お
い
て
文
化
協
会
　
金
子
光
一
郎
会
長

の
挨
拶
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
展
示
作
品
や
、
華
道
、
菊
花
、

盆
栽
、
絵
画
、
木
工
品
等
が
会
場
い
っ
ぱ

い
展
示
さ
れ
訪
れ
た
人
達
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
舞
台
発
表
で
は
、
詩

吟
、
婦
人
会
の
舞
踊
、
大
正
琴
、
神
地
地

区
の
神
楽
等
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃

の
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
参
加
し
た
皆

さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
祭
の
席
上
に
お
い

て
、
た
ま
ご
博
士
の
吉
村
卓
三
先
生
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
村
長
に

目
録
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
吉
村
先
生

か
ら
村
起
こ
し
の
た
め
に
と
二
千
点
以
上

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
贈
ら
れ
ま
し
た
が
中

に
は
、
鳥
類
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る
エ
ピ

オ
ル
ニ
ス
（
絶
滅
種
）
の
た
ま
ご
が
人
気

の
的
で
し
た
。
寄
贈
式
後
、
吉
村
先
生
の

関
係
で
浅
井
企
画
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

の
坂
上
二
郎
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
と
車
だ

ん
吉
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

第21回

道志村
文化祭

文化協会会長あいさつ

菊花の展示

吉村卓三さんと村長

木工品の展示坂上二郎さんの歌で踊る婦人会の皆さん

坂上二郎ショー
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十
一
月
二
十
日
は
県
民
の
日
で
す
。

今
年
は
「
わ
た
し
が
育
て
る
や
ま
な
し
の

苗
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
甲
府
市
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

記
念
行
事
と
し
て
十
一
月
十
二
日
、
十
三

日
の
二
日
間
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
市
町

村
と
き
め
き
広
場
に
お
い
て
道
志
村
の
特
産

品
ク
レ
ソ
ン
・
ク
レ
ソ
ン
煎
餅
・
ク
レ
ソ
ン

ケ
ー
キ
・
味
噌
・
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
・
こ
ん
に

ゃ
く
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ま
っ
子
ど
う
し
等

の
即
売
を
し
ま
し
た
。
二
日
間
特
産
品
の
売

れ
行
き
が
よ
く
、
特
に
生
ク
レ
ソ
ン
は
毎
年

楽
し
み
に
買
う
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
お
り
、

午
前
中
に
一
、
〇
〇
〇
束
が
完
売
す
る
ほ
ど

好
評
で
道
志
村
の
Ｐ
Ｒ
と
な
り
ま
し
た
。

緑の募金の使い道につきましては、「財団法人　山梨県緑化推進機構　会長　土　彌」を通して

「森林の整備」「緑化の推進」「国際緑化協力」に有効に活用されます。

今後とも、引き続いてのご協力ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

道志村緑化推進会議　　会長　大田　昌博

第20回

県 民 の 日
記念行事に参加

ご協力有り難うございました

募金総額 213,140円

「緑の募金」運動


